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改訂新版 日本の野生植物 第４巻 初版第１刷（2017年3月10日刊）正誤表
この正誤表は「初版第 1 刷」の内容です。第 2 刷以降では訂正済みです。

【段】の「－」は、当該箇所が 1 段組にあることを示します。「左」「右」は、当該箇所が 2 段組のどちらの段にあるかを示します。
【行数、図など】の行数は、1 段組、2 段組の区別をせずに数えています。
　「上から○行目」という場合は、科名や著者名も含めていますが、各科 1 ページ目の下段欄外に記載した「旧版の執筆者」は行数に含みません。

2022年4月5日　平凡社編集部
ページ 段 行数，図など 誤った記述。【　】内は右欄の修正内容 正しい記述，もしくは削除など

3 ー 上から14行目 川窪　篤 川窪伸光
21 ー 上から6行目 PL.125 -127 PL.124 -127
24 ー 上から2行目 花序 花
24 ー 上から4行目 ……【6】 ……《ヤンバルゴマ亜科 Helicteroideae》【6】
25 右 下から3行目 される される。
43 ー 上から20行目 ; Capparidaceae トル（削除）
45 ー 上から11行目 をなす。 をなす。虫媒花。
45 ー 下から15行目 食植昆虫 植食昆虫

47 ー 上から18行目 Ｅ.　葉は無柄か有柄，羽状脈をもつ。 Ｅ .　葉は無柄か有柄，羽状脈をもつ。花は黄色。【次行の「F.」を削除し，
「花は黄色。」を移動】

47 ー 下から8行目 花 花弁
54 ー 上から24行目 All All.
68 ー 上から24行目 Gaetrn Gaertn
70 ー 上から13行目 越年草で 多年草または越年草で，ふつう上部で枝を分け，
70 ー 上から15行目 4－7個 2－7個
70 ー 上から15行目 果皮に3脈がある。種子は翼がなく， 種子はふつう翼がなく，
75 ー 上から17行目 Hansen, Hansen
81 ー 上から13行目 558 558, 2010
84 ー 下から18行目 検索表 属の検索表

92 ー 上から7行目 右の文章を挿入【M 行は3行になる】 Ｍ . 葉はやや厚く広線形，裏面に小腺点がある。花序の柄は長く，ふつう枝
を分ける……… 28’. マンシュウヒメタデ

92 左 上から26行目 茎を 茎が
94 右 上から15行目 基部はって 基部ははって
96 右 上から9行目 葉は 葉鞘は
103 左 下から22行目 いる いる。

105 ー 上から6行目 総状花序につくか， 花序は一般に総状様だが，外国産の種類では集散状，円錐状花序などもあ
り，ときに

107 左 上から6行目 抜くとき 抜くと
110 左 上から3行目 雌性両全性をもち 雌性両全性を示し
110 ー 上から18行目 または少ない またはそれより少ない
110 ー 上から23行目 北海道を除く トル（削除）
111 左 下から9行目 本州～ 北海道（道北地方を除く）～

120 左 上から12行目，下から
18行目 耳片 鱗片

130 右 上から18行目 〔ヒカゲイノコズチ〕 〔ヒカゲイノコヅチ〕
139 右 上から13行目 本州～ 北海道～

139 ー 下から11-12行目 Merr. が琉球から過去に報告されたことがあるが，証拠標本がなく疑わしい。
台湾南部から東南アジア～インドに広く分布する。

Merr. は台湾南部から東南アジア～インドに広く分布し，琉球からも過去に報
告されたことがあるが，証拠標本がなく疑わしい。

140 ー 上から8行目 系統的には トル（削除）
141 左 上から19行目 PL.89 PL.88, 89
146 ー 上から5行目 Commers. Comm.
153 ー 上から10行目 液果， 液果，ときに複合果をつくり，
154 ー 下から8行目 集合果 複合果

156 ー 左下から9行目，右下
から7行目 集合果 複合果

157 ー 上から3行目 あるいはつる性木本 ，つる性木本あるいは多年草
159 ー 下から5行目 花糸には歯は 花糸の上端には歯牙は
159 ー 下から1行目 歯がない 歯牙がない

160 ー
上から1, 13, 14, 17, 
20行目，左下から9行
目，右下から8行目

歯 歯牙

161 ー
左下から26, 3行目，
右上から13行目 , 右下
から18行目

歯 歯牙

162 ー 左上から16行目，右下
から12行目 歯 歯牙

162 右 上から25行目 花序は3－5花からなる総状花序となる 花序は総状で3－5花からなる

163 ー 左上から7行目，右下
から19行目 歯 歯牙

163 ー 下から8行目 底着する 底着し，早く落ちる
164 ー 上から24行目 花を生じる 花を生じ，花期を通じて宿存する
164 ー 下から21行目 火山 硫黄
164 ー 下から15行目 鋸歯 粗い鋸歯
165 左 上から11行目 火山 硫黄
166 右 上から22行目 縁はしばしば 縁には粗い

167 左 上から3行目 型をいう。 型をいうが，植物病原性細菌ファイトプラズマの感染による緑化の可能性もあ
る。

169 ー 上から13行目 上方で まれに上方で
170 ー 上から22行目 大きな トル（削除）
170 ー 上から27行目 楯状皿形 合着して楯状皿形になる
170 ー 上から28行目 萼は，3または4個の花弁状萼片 萼は3または4個あり，離して花弁状
170 左 下から3行目 萼は 萼は合着して
174 右 下から5行目 染色体数不明。 トル（削除）
176 右 上から17行目 サガリバナ サガリバナ〔サワフジ〕
177 ー 上から14行目 Pentaphylax ペンタフィラクス属
179 左 下から24行目 に固有。 に固有。絶滅危惧ⅠA 類（CR）。
179 右 下から6行目 少ない。 少ない。絶滅危惧Ⅱ類（VU）。
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ページ 段 行数，図など 誤った記述。【　】内は右欄の修正内容 正しい記述，もしくは削除など

180 右 下から7行目，下から4
行目 火山 硫黄

181 右 下から13行目 《Flora of China 12: 434》（Ming &Bartholomew， Ming and Bartholomew《Flora of China》 12: 434，
185 右 上から9行目 北部 トル（削除）
185 右 下から3行目 含み，渋くて食べられない 含み渋く，未熟果は食べない
185 右 下から2行目 傘，渋紙 和傘や団扇
187 ー 上から7行目 仮雄蕊のあるものがある。 仮雄蕊がある。
204 左 上から4行目 無柄の感がある。 無柄である。
204 右 上から13行目 真の野生 自生
208 ー 上から5行目 敷石状 敷石状または瓦重ね状
208 ー 上から6行目 こともある。 こともあり，裂片は瓦重ね状に並ぶ。
208 ー 下から19行目 当年枝の トル（削除）
209 ー 上から2行目 2－3mm 1－1.5mm
209 ー 上から4行目 1－1.5mm 2－3mm
209 左 下から2行目 楕円形 倒卵形

209 右 下から12行目 くさび形。【右「葉の下面の葉脈は，」以下の文章を挿入】 くさび形。葉の下面の葉脈は，網脈が細かくしばしば赤みをおびてよく見える
が，3次脈はほとんど下面に突出しない。

210 左 上から5行目 4－8cm。 4－8cm，普通葉は基部に集まって花序の内部にはあまり出ない。
210 左 上から21行目 毛がある 毛があり，しばしば普通葉が花序の内部に出る
210 左 上から27行目 今年枝 当年枝
210 右 上から20行目 屈曲する ジグザグになる
210 右 下から15行目 無柄で， トル（削除）
210 右 下から5行目 （－8）mm （－8）cm
210 右 下から5行目 （－4.5）mm （－4.5）cm
217 左 下から14行目 花は 花は本州では
229 ー 下から12行目 粘着糸をもつ。 粘着糸をもつ（ガンコウラン属はもたない）。
229 ー 下から11行目 蒴果。 蒴果（ガンコウラン属は液質核果状となる）。
252 右 下から14行目 狭いものを選んで園芸化したのであろう。 狭いものが園芸品種化されたものであろう。
253 ー 上から8行目 Vacciniodeae Vaccinioideae

258 右 下から5行目 見られ， 見られ，四国・九州の高山にまれに産し，【2行前の「四国・九州の高山に
まれに産し，」を移動】

259 右 上から26行目 本州 南千島・北海道から本州【1行後の「から南千島・北海道」を削除】
260 左 上から1行目 開く 咲く
262 左 下から3行目 膜質で白， 白く膜質で，
263 ー 下から8行目 約8種 約10種
263 左 下から2行目 nimmonianus nimmoniana
263 左 下から1行目 foetidus【2箇所】 foetida
264 左 上から7行目 浅く 浅い
264 左 下から1行目 amamianus amamiana
265 左 下から15行目 常緑低木で， 常緑低木で，高さ1－4m ほどになる。
265 左 下から6行目 褐紫色。 褐紫色，まれに淡黄緑色になる。
276 左 下から8行目 PL.219 PL.218,219
277 右 上から14行目 7枚 7個
277 左 下から11行目 花筒は長さ約1.5cm，幅約3mm，外面に…… 花筒外面に……

277 右 下から20行目 密生する。【右「雌蕊の長さに2型があり，」以下の文章を挿入】
密生する。雌蕊の長さに2型があり，雌蕊が長い花をつける株では花筒の長
さ2－4cm，雌蕊の長さ2－4cm，雄蕊の長さ2－3.5cm，雌蕊が短い花をつ
ける株では花筒の長さ2.5－4.5cm，雌蕊の長さ1.5－3cm，雄蕊の長さ2－
4cm。花筒の幅はいずれも約3mm。

277 右 下から18行目 雄蕊は長さ3mm。 トル（削除）
278 左 上から10行目 3.5mm， 3.5mm。雌雄異株で雄花の
278 左 上から11行目 1.5mm。 1.5mm。雌花には雄蕊はあるが葯の中に花粉はない。

278 右 上から9行目 7－15mm。 7－15mm。雄花のみをつける株と両性花をつける株があり（雄性両全性異
株），雄花には雌蕊がなく，子房の中に胚珠はあるが種子はできない。（改行）

282 右 上から4行目，下から3
行目 火山 硫黄

284 ー 下から1行目 ヒロハケニオイグサはは ヒロハケニオイグサは
285 左 上から19行目 長さ，1－8mm， 長さ1－8mm，
285 ー 下から11,10行目 B C【1字分、右に移動】

288 左 下から26行目 約2mm。【右「雌雄異株で，」以下の文章を挿入】
約2mm。雌雄異株で，雄花の雄蕊は長さ2.5－4mm，雌蕊の長さは1.5－
3mm，子房の中に胚珠はあるが種子はできない。雌花の雄蕊は長さ2－
3.5mm で，葯の中に花粉はない。雌蕊の長さは2.5－4mm。

288 右 上から22行目 0.8mm。【右「短花柱花の」以下の文章を挿入】 0.8mm。短花柱花の雄蕊は長さ4－5mm，雌蕊の長さ2－2.5mm。長花
柱花の雄蕊は長さ2－3mm，雌蕊の長さ3.5－5mm。

288 右 下から10行目 2型花柱性がある。【「……がある。」を「……が見られ，」と変更し、右
「短花柱花の」以下の文章を挿入】

2型花柱性が見られ，短花柱花の雄蕊は長さ3.5－5mm，雌蕊の長さ1.5－
2.5mm。長花柱花の雄蕊は長さ2－3mm，雌蕊の長さ3－4.5mm。

289 右 上から2行目 約6mm。【右「2型花柱性が」以下の文章を挿入】
約6mm。2型花柱性が見られ，短花柱花の雄蕊の長さは15－28mm，雌蕊
の長さ10－15mm。長花柱花の雄蕊は長さ13－23mm，雌蕊の長さ18－
32mm。

295 ー 上から13行目 13種 17種

297 左 下から16行目
「染色体数2n=36。絶滅危惧Ⅱ類（VU）。南千島・北海道，朝鮮半島
北部・中国東北部・千島列島・カムチャツカ半島・サハリンに分布する。」

【この文章を、6行前の「……特徴である。」の後ろに改行せずに移動する】

“「……特徴である。染色体数2n=36。絶滅危惧Ⅱ類（VU）。南千島・北
海道，朝鮮半島北部・中国東北部・千島列島・カムチャツカ半島・サハリ
ンに分布する。

（改行）1904年に……」”
301 ー 上から7行目 二年草 越年草
303 左 上から20行目 センブリ連 センブリ亜連
306 左 上から9行目 分布する。 分布する。絶滅危惧ⅠA 類（CR）。
308 ー 上から8行目 長毛 長毛（種髪）

308 ー 上から19行目，上から
21行目 花冠 花冠筒

308 ー 上から23行目 種子は 種子には
308 ー 下から20行目 花粉塊は柄から下垂する。 トル（削除）
308 ー 下から17行目 明瞭。地下茎は垂直…… 明瞭で垂直……
308 ー 下から8行目 花粉塊は柄から直立または斜上する。 トル（削除）
308 ー 下から6行目 着生または 着生し
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308 ー 下から5行目 よじのぼるつる植物。 トル（削除）
308 ー 下から4行目 着生するつる植物。 トル（削除）

309 ー 上から6行目，下から
13行目 子房 心皮

309 右 上から11行目 九州 四国・九州
309 ー 上から15行目 苞および小苞は宿存性。 トル（削除）
309 ー 上から17行目 雌蕊は2個の心皮からなり 心皮は2個で
309 ー 上から18行目 長い毛があり，風で散布する 長い毛がある
309 左 下から16行目 苞や小苞 花序の苞や小苞
309 右 下から18行目 長さ3cm 内外の白長毛 長さ約3cmの種髪
310 ー 下から24行目 地下茎は基部が木質化し 主根は肥大し，
310 ー 下から23行目 小型で，紫，白または緑色。 トル（削除）
310 ー 下から21行目 種子の先には長い白毛 種子には種髪
310 ー 下から19行目 地下茎は塊状 根は肥大し塊状になる
310 ー 下から11行目 地下茎 根

310 ー 左下から6行目，右下
から1行目 根茎 根

311 左 上から16行目 太い根茎がある。 根は太く直根状になる。
311 右 上から20行目 花は 花冠は
311 ー 上から27行目 柄により トル（削除）
312 ー 上から3行目 裂片は つぼみの際，裂片は
312 ー 上から4行目 膜質部 膜質な付属物

312 ー 上から4行目，上から
16行目 直立する 柄から直立する

312 ー 上から4行目 袋果をつくる。 トル（削除）
312 ー 上から16行目 長い毛がある。 種髪がある。
312 左 下から2行目 花序 花序軸
313 左 上から9行目 琉球 琉球（沖縄島まで）
313 ー 上から18行目 先に長い毛 種髪
313 左 上から21行目 地下茎 根
313 右 上から23行目 とがり，熟すと片側で割れて種子を出す。 とがる。
313 右 上から24行目 褐色で先に長い白毛がある。 長い種髪がある。
314 右 上から25行目 マレーシア 琉球（宮古・八重山諸島），マレーシア
315 左 上から20行目 PL.245 PL.244,245
316 ー 上から2行目 根茎は トル（削除）
316 ー 上から4行目 袋果は片側で裂開し，種子の先には長い白毛がある。 袋果をつけ，種子には種髪がある。
316 ー 下から22行目 上面 内面
317 右 上から20行目 花序は長い柄があって 花序軸は長く，
317 右 上から22行目 5裂 5深裂
318 右 下から8行目 本州（近畿以西）～ 本州・四国・
318 右 下から2行目 （広島県） （岡山県・広島県）
319 左 下から19行目 果実 袋果
319 右 下から15行目 上面にはやや 上面に
写真ページ
（PL.） 写真番号 特記 誤った記述。【　】内は右欄の修正内容 正しい記述，もしくは削除など

67 1 ホソバミミナグサ koreanum ovatum
70 7 チョウカイフスマ 写真の向きを変更 天地を反転（写真を時計回りに180度回転）

77 5 カラフトマンテマ
２刷で写真変更 礼文島　79.6.30　〔木原〕 北海道大平山　06.7.25　〔梅沢〕	 ●正誤表 4ページ参照

96 1 ウリノキ p.153 p.154
98 4 ミズキ 果実の中の核（核果） 果実（核果）の中の核
100 4 ハナミズキ 五日市 あきる野市
204 6 クサミズキ nimmonianus nimmoniana
204 9 ワダツミノキ amamianus amamiana
236 1 オノエリンドウ Takedae takedae

ページ 段 行数，図など 誤った記述。【　】内は右欄の修正内容 正しい記述，もしくは削除など
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誤った写真 正しい写真1. オグラセンノウ　Silene kiusiana   
岡山県新見市　84.8.2　〔鷹野〕→p.120

2. オグラセンノウ　 
新見市　84.8.2　〔鷹野〕

3. エンビセンノウ　 
原村　97.8.29　〔木原〕

4. エンビセンノウ　Silene wilfordii   
長野県原村　97.8.29　〔木原〕→p.120

5. カラフトマンテマ　Silene repens var. repens   
礼文島　79.6.30　〔木原〕→p.120

6. アポイマンテマ　Silene repens var. apoiensis   
北海道アポイ岳　01.7.21　〔木原〕→p.121

7. タカネマンテマ　Silene uralensis   
北岳　78.7.28　〔木原〕→p.121

PL.77CARYOPHYLLACEAE ナデシコ科

1. オグラセンノウ　Silene kiusiana   
岡山県新見市　84.8.2　〔鷹野〕→p.120

2. オグラセンノウ　 
新見市　84.8.2　〔鷹野〕

3. エンビセンノウ　 
原村　97.8.29　〔木原〕

4. エンビセンノウ　Silene wilfordii   
長野県原村　97.8.29　〔木原〕→p.120

5. カラフトマンテマ　Silene repens var. repens   
北海道大平山　06.7.25　〔梅沢〕→p.120

6. アポイマンテマ　Silene repens var. apoiensis   
北海道アポイ岳　01.7.21　〔木原〕→p.121

7. タカネマンテマ　Silene uralensis   
北岳　78.7.28　〔木原〕→p.121

PL.77CARYOPHYLLACEAE ナデシコ科

→
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2022年4月5日　平凡社 編集部
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